
すものです．

I＝1 mA，RL＝1 kΩの場合，抵抗の両端の電圧を

Voutとすると，Vout＝1 Vとなります．RLを10 kΩと

すると，Vout＝ 10 Vとなります．RL＝0Ωとすると，

Vout＝0 Vとなりますが，このような状況においても，

電流源からは1 mAの電流が流れます．

今度はRLを取り去ってしまうと，RLは無限大にな

ってしまうわけですが，電流源は何も存在しないとこ

ろに1 mAの電流を流そうとします．このとき，電流

源の両端の電圧は無限大になってしまいます．従って，

相手の状況によっては，非常に高電圧になることがあ

ります．実際に，電流源の両端を何もつながなければ，

理論的には無限大の電圧となります．

ただし，現実の部品で実現した電流源は，内部の電

源電圧があるので，ある程度の電圧で止まるようにな

っています．

s電圧源

電圧源は身近にある電池などから想像がつき，容易

にイメージできます．電圧源は，相手がどのような状

況であっても，定められた電圧をかけます．

従って，相手の状況によっては，非常に大きな電流

が流れることがあります．ただし，実際の電圧源は，

先ほどの電流源と同じように，ある一定の電流で止ま

るようになっています．

● ICは IBに比例する

図3に，よく用いられるIC－IB特性を測定するため

の回路を示します．VCEを5 Vに固定し，VBBを0 V

から少しずつ上げていき，そのときのIBと ICを記録

します．この方法は，学生実験でよく用いられていま

す．

IBを横軸，ICを縦軸にとると，図4の特性が得られ

ます．これは，写真Aに示した電圧電流発生器とディ

ジタル・テスタを使い，GPIBインターフェースとパ

ーソナル・コンピュータを使った自動測定システムで

得た特性です．

図4から，ICがIBに比例していることが分かります．
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図3 IC－ IB特性およびIC－VCE特性測定回路

本章では，トランジスタの静特性（直流特性）につい

て説明するとともに，実際に測定を行います．

さらに，最もたいせつなバイアスの考え方について

述べ，初歩的な考えに基づく増幅回路を実際に設計し

て動作させます．

第1章で，トランジスタはONとOFFの中間の状

態があることを述べました．それでは具体的にトラン

ジスタは，どのような特性を持っているのでしょうか．

図1の回路により，IC－IB特性を測定しましょう．

● 電流源と電圧源

s電流源

図1に含まれている直流電流源IBは，図2のように，

相手がどのような状況であっても定められた電流を流

トランジスタのIC－IB特性
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